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研究成果の概要（和文）：発音教育の改善に向けて、ドイツ語教育の課題を明らかにし、かつ実戦に向けて教師
を支援する方法論の開発を目指した。教師へのインタビュー分析から、発音の役割を多面的に認識している教師
は発音教育に意欲が高いことが示され、教師の動機付けが発音教育改善の重要事項であるという結論が導き出さ
れた。教師の動機付けに繋がり、かつ学習者を自律に導く方法については、授業実践を通じて開発研究を行っ
た。その際、発音の評価・テストに注目し、学習者の発音そのものを評価するのではなく、自律学習のプロセス
を評価する方法論を構築し、結果として学習者の動機付けや発音そのものの向上にもつながるという結果が得ら
れた。

研究成果の概要（英文）：The aim of the study was to develop a methodology to support teachers in 
improving pronunciation teaching, both to identify issues in German language teaching and to support
 teachers in the real world. The analysis of interviews with teachers showed that teachers who are 
aware of the multifaceted role of pronunciation are highly motivated in pronunciation teaching, 
leading to the conclusion that teacher motivation is an important factor in improving pronunciation 
teaching. Methods to motivate teachers and lead learners to autonomy were developed and researched 
through classroom practice. In doing so, attention was paid to the evaluation and testing of 
pronunciation, and a methodology was developed to evaluate the process of autonomous learning rather
 than the learners' pronunciation itself, which resulted in motivating the learners and improving 
pronunciation itself.

研究分野：教授法、発音教育

キーワード： 発音教育　教材開発　ドイツ語教育　オンライン教材　E-ラーニング
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研究成果の学術的意義や社会的意義
ドイツ語教育においては、発音シラバスや授業用教材はもとより、発音教育の意義についての議論もほとんど行
われていなかった。本研究では発音に対する教師の意識調査をインタビュー形式で行い、発音教育に対する意識
の形成背景、そして教師の動機付けと授業実践の関係を明らかにした。この結果を受け、教師を発音教育に動機
づけ、支援する方法について考察し、実験的に授業で実践を行った。その際、とりわけ発音の評価法について
「代替評価」の観点から新しい提案を行った。発音の評価に代替評価を取り入れたのはパイオニア的な試みであ
る。実践研究によって一定の成果を得たことからWebサイトを通じてツールの公開を行なっている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究は、2013 年から始まった日本語母語話者のドイツ語発音の自律学習を支援する教材開発
研究の継続課題である。これまでの成果を教材の形として出版(立川・中川「ドイツ語発音発話
徹底ガイド」2019 郁文堂)し、関連ウェブサイト(URL: https://fit-aussprache.com)をドイツ語と日
本語の 2言語で 2019年春から暫定的に公開を始めた。研究結果には一定の評価が得られたが、
総合ドイツ語の中で発音を継続的に扱うには想定していた以上に問題が多岐に渡っていること
が明らかになった。他言語の発音教育についての先行研究でも同様の問題が指摘されていたこ
とから、ドイツ語教育のみならず、外国語教育研究全体の知見に学び、総合ドイツ語へ発音学習
を組み入れるため、残された問題を解決することが課題となった。 
 
２．研究の目的 
発音が十分に扱われない理由については、先行研究の指摘は大きく３つに分けられる：伝統的な
外国語教育では発音教育が軽視され、教える教師自身に発音教育のイメージがない上、教材にも
ほとんど扱いがないなど、教師を導く指針がないという問題、発音学習特有の指導の難しさの問
題、発音教育の目的設定の難しさとそれに伴う評価不在の問題である。本研究においては発音学
習を継続して授業に組み込むことに向け、現状の中でとりわけ現場の教師を支援することでこ
れら問題を解決する方法の構築を目指す。まず発音教育を現実的なものとするために教師を動
機づけるものは何かを明確化し、評価の問題に取り組むとともに教育活動全体を支える教材に
ついての研究を行う。 
1) 教師を発音教育に動機付ける発音を学ぶ意義とは何か：発音教育について、欧州で学習指針
の標準となっている CEFRは handlungsorientiert(行為志向)を掲げているが、発音のどのような
要素がパフォーマンスの成功に繋がるのか、どの程度ならば良いと言えるのか、具体的な学習目
標や評価の方法などは挙げられていない。これまでの研究において、発音学習には学習者よりも
まず教師の意識が重要 (千 2017 他)であり、優れた教材が提供されても指導の目的や、目標に
達するための指導法が具体的でなければ教師への動機付けが難しく、効果的な学習にも繋がら
ないことが指摘されている。本研究では教師を発音教育に動機づけるものを明らかにするため
にドイツで教える様々な背景を持ったドイツ語教師の意識調査を行う。渡辺・松崎(2014)は被験
者を用いた実験で、立場による評価傾向の違いを明らかにしており、本研究でも背景や立場の異
なる人間の観点からの見解・経験を比較考察し、発音教育に意識の高い教師がどのように動機付
けされたかについて考察を深める。 
2) 評価方法の提言：音声の専門家ではない教師や非母語話者教師が自身の発音や聴解力を問わ
れることなく、かつできるだけ客観的な基準で学習者の発音評価を行える方法を導き出す。被験
者を用いた評価実験を行い、最終的に評価方法モデルを提案する。 
3) シラバスの策定と教材開発：現在公開している専用ウェブサイトを拡大し、副教材および評
価活動に必要な素材をダウンロードして利用できるようにするなど E ラーニングへのさらなる
対応を目指す。副教材の作成にはタスク達成などアクティブ・ラーニングの手法を取り入れ、発
音をパフォーマンス成功の一要素として組み入れる。 
 
３．研究の方法 
1)について：本研究では、教師を動機づけるものを明らかにするために、現地で実際に学習者を
指導している教師から知見を得るために、インタビューを通じて意識調査を行う。被験者を用い
た意識調査には内藤哲雄(2002)が開発した PAC 分析インタビューの手法を用いる。PAC 分析イ
ンタビューとは個人別態度構造を分析するための手法で、刺激文から被験者がイメージした複
数の連想語を統計解析ソフトにかけ、樹形図を作成した上で、その樹形図を見ながらインタビュ
ーが行なわれるものである。従来のインタビュー調査では、あらかじめ設問が設けられているな
ど、調査者が聞きたいことについて回答を得るもので、質問文の聞き方や選択肢の数や内容など
によって答えが影響される傾向が避けられない。PAC 分析インタビューは調査者が聞きたいこ
とを聞くのではなく、被験者に語りたいことを語らせるために開発されたインタビュー手法で
あり、調査者の影響が最小限に抑えられ、被験者の意識を深く探ることができるとされる。 
2)について：本研究では、ドイツで出版されているドイツ語の総合教材、および発音学習教材の
主なもの(CEFR A1・A2レベル)について、①教材の掲げる目的、 ②練習方法、③評価方法また
は評価に対する見解を参照し、発音評価の可能性と限界を明らかにする。さらに近年注目を集め
る学習評価である「代替評価」の考え方を取り入れる。代替評価とは、試験では測ることが難し
いとされる、言語を用いた課題遂行能力や学習過程における様々な気付きや学びを把握するた
めの評価の方法のことを指す (文化庁 2020)。本研究ではこの理念に依拠し、教師支援の見地か
ら新たな発音の評価方法の構築を行う。 
3)について：技術的なことに関してはこれまで依頼してきた専門家と協力し、コンテンツの設計
については授業実践からフィードバックを受けながら最適な形を探す。1)2)3)の成果からシラ
バスを策定する。 
 



４．研究成果 
1)ドイツで教鞭をとる被験者 3 名の教師にインタビューし、PAC分析(内藤哲雄 2002)の手法に
より分析進めた。結果として教師の意識は発音が悪いことの不利益の認識、目的意識、そして教
育実践の 3要素にまとめられ、これらは相互に密接に影響しあっていることがわかった。そして
目的意識や教育実践の根本にあるのは、発音が悪いことによる不利益の認識であること、それが
教師としての発音教育の動機付けになっていることが明らかになった(図 1:出典 中川・服部
2022)。このことから、発音教育の改善には学習者のみならず教師に対する動機付けは欠かせな
いものであることが示された。動機付けの中心は、多岐にわたる発音の役割の意識化である。誤
解される、話の内容に集中してもらえない、など目に見える不利益の他、発音の問題とは一般に
気づきにくいような不利益があることもわかった。例えば相手に聞き取りのストレスを与えて
いることが相手の不快な対応となって返ってくるということ、あるいは非母語話者の感情は発
音によって誤解される可
能性があるということで
ある。さらに社会から受け
入れられるために発音を
学ぶという側面も繰り返
し語られた。発音の持つ社
会的側面は、その社会の中
に身を置かなければわか
りにくいものである。そし
てまた、学習者が未知の単
語に出会った時にも正し
く発音できるように、調音
規則を教え、簡単で身近な
トレーニング方法を身に
付けさせることも発音教
育の目的とされた。これは
学習者の自律にもつなが
る。 
 
2) 教師の負担軽減にな
り、かつ学習者を自律に導
く実践方法は、授業実践を
通じて検証を行った。具体
的には、効果的な評価方法
は学期を通じた発音学習
全体の改善に結びつく、と
いう先行研究の「波及効
果」の理念に基づき、まず
評価法の開発に重点を置
いた。この実践方法ならび
に評価法の開発について
は、研究を始めた 2020 年
からコロナ禍にみまわれ、
大学のみならず、学習者個
人、家庭のネットワーク
化、オンライン化、デジタ
ル化が一気に進んだこと
で、当初の計画や時間の見
込みが軌道修正を余儀な
くされた。全体としては、パフォーマンスの成功の一環としての発音という側面が強くなり、学
習スタイルとしては最初の研究計画よりさらにネット環境を利用した E-ラーニング寄りのもの
になった。現在まだ検証途中ということになってしまったが、インターネットを利用し、デジタ
ル教材を中心に据えたことで、国内のみならず海外のドイツ語教師にも利用可能な汎用性のあ
るものになっている。現段階で大学のドイツ語授業で実際に導入したのは、次のとおりである。 
a) 発音課題：自主制作のウェブサイトにあるテキストから気に入ったものを選び、オンライン
学習教材を用いて練習する。録音したものを授業ポータルサイトにあげる。その際に、自分の学
習を振り返る「ワークシート」も提出する。 
b) 口頭試験：Deutsche Welleのウェブサイトからショートストーリーを選び、ペアで会話を練習
する。口頭試験では、そのビデオを無音で流し、会話をペアでアフレコする。自分の学習を振り
返る「ワークシート」、ビデオテキストのスクリプト、並びにその日本語訳を提出する。 
評価は提出物と口頭試験の実演に対して行ったが、基本的に発音を評価するのではなく、「ワー
クシート」の提出、口頭試験への参加を評価した。つまり個別具体的な発音の良し悪しを評価す
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ることをしなかった。発音の向上を目指した授業において「発音」ではなく「自律学習」の記録
や参加を評価するという「代替評価」の理念に則った新しい試みであり、この方法で発音の力は
伸びるのか、また学習者の動機付けはどうだったかが問題となる。 
 学習者の提出したワークシートを川喜田二郎(1970)の開発した KJ 法で分析し、さらに新倉真
矢子の(2013)の発音学習ストラテジー、並びに Alderson & Wall (1993)の「波及効果」に従って分
析した結果、肯定的な「波及効果」が得られていることがわかった。（図２：出典 Nakagawa 2024） 
現段階で、肯定的な成果が出ているものの、発音学習の評価において発音を直接評価せず学習
プロセスや参加を評価するという方法がどれだけ有効性・汎用性を持つのか、今後さらに検証を
進めていきたい。 
 
3)教材の発信に関しては、ウェブサイトの他、2021年から YouTube チャンネルを開設し、モジ
ュール式教材として、1回の所要時間を最大 10分とし、分節素、超分 節素の枠組みを取り払っ
た自律学習向け動画シリーズを展開した。授業実践は基本的にこの二つのサイトによる発音練
習、聞き取り、発音に対する理解の促進を基盤にしているため、コンテンツについては実践から
のフィードバックを得て、今後とも改善していく予定である。 
シラバスに関しては、2020 年からのコロナ禍によって大きく研究進度、開発教材内容に影響
を受けたため、研究年度内に最終的な形を出すに至らなかった。ただし、基本的な枠組みはでき
ているので、半期、または一年の実践を経て最終的なまとめを行う予定である。 
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